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2022年3⽉期 第3四半期

－注意事項－
本プレゼンテーション及び引き続き⾏われる質疑応答の際の回答には、将来に関する⾒通し、期待、
判断、計画あるいは戦略が含まれています。この将来予測に基づく記載や発⾔は、為替変動、製品に
対する需要変動、各種モータの開発・⽣産能⼒、関係会社の業績及びその他のリスクや不確定要素
を含みます。本プレゼンテーション及び引き続き⾏われる質疑応答の際の回答に含まれる全ての将来
的予測に基づく記載や発⾔は、プレゼンテーションの⽇に⼊⼿可能な情報に基づいており、私達は、法
令に定めのある場合を除き、このような将来予測に基づく記載や発⾔を更新する義務を負いません。ま
た、この記載や発⾔は、将来の実績を保証するものではなく、実際の結果が、私達の現在の期待とは、
実体的に異なる場合があります。このような違いには、多数の要素が原因となり得ます。これらの要素や
リスクについては当社の継続開⽰及び適時開⽰等の記載をご覧ください。
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表紙は、WHILL株式会社の折りたためるモビリティ「WHILL Model F」（左側写真）、並びにその駆動⽤として採⽤された当社モータ（右側写真）です。
WHILL社のModel Fは世界最⼤のテクノロジー⾒本市「CES 2022」の「Accessibility」部⾨において⽇本企業で唯⼀「Best of Innovation Award」
（最優秀賞）を受賞しました。詳細は当社Webをご参照下さい。 https://www.nidec.com/jp/product/news/2021/news1217-01/



（百万円） 20年度
第3四半期(累計)

21年度
第3四半期(累計) 増減率 21年度

通期⾒込

売上⾼ 1,184,991 1,407,210 +18.8% 1,800,000

営業利益 115,509 134,631 +16.6% 190,000

営業利益率 9.7% 9.6% - 10.6%

税引前利益 109,314 130,554 +19.4% 185,000
親会社の所有者に帰属する

四半期利益 83,615 100,443 +20.1% 148,000

⼀株利益（円） 142.75 171.67 +20.3% 252.68

対⽶ドル為替レート
平均・・・
期末・・・

106.11円
103.50円

111.10円
115.02円

+4.7%
+11.1%

⽶ドル=105円
ユーロ=117円

(4Q想定レート)

為替感応度︓1円あたり⽶ドルは売上⾼100億円、営業利益11億円、 ユーロは売上⾼19億円、営業利益4億円 （全てFY21通期ベース）。

連結決算業績
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 第3四半期（累計）の連結売上⾼は、前年同期⽐18.8%増収
の1兆4,072億円となり、過去最⾼を更新。

 第3四半期（累計）の営業利益は、前年同期⽐16.6%増益の
1,346億円となり、過去最⾼を更新。税引前利益（同累計）も
前年同期⽐19.4%増益の1,306億円となり、過去最⾼を更新。

 第3四半期（3ヶ⽉）の連結売上⾼は、直前四半期⽐7.2%増
収の4,965億円となり、3四半期連続で過去最⾼を更新。

 期末配当⾦を5円増配し、年間配当65円へ。
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第3四半期、連結決算ハイライト
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（億円）

FY20・3Q累計
（実績）

為替
変動

家電・商業・
産業⽤

機器装置 電⼦・光学、
その他

FY21・3Q累計
（実績）

FY20・3Q累計
（実績）

為替
変動

精密⼩型
モータ

機器装置 電⼦・光学、
その他

FY21・3Q累計
（実績）

全社費⽤

【売上⾼】

【営業利益】
精密⼩型

モータ

11,850

+382
+1,192

1,155

+88

⾞載

家電・商業・
産業⽤

⾞載

+73
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2021年度3Ｑ（累計）の前年同期⽐増減分析

+36

14,072

1,346▲13

構造改⾰
費⽤

▲12+161

+117 +8
（億円）

+331+653

▲230

▲372
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4,632

（億円）

4,965

458

（億円）

【売上⾼】

443

+6

6

+30

+6 +4

FY21・2Q
（実績）

為替
変動

家電・商業・
産業⽤

機器装置 電⼦・光学、
その他

FY21・3Q
（実績）

FY21・2Q
（実績）

為替
変動

精密⼩型
モータ

機器装置 電⼦・光学、
その他

FY21・3Q
（実績）

全社費⽤

精密⼩型
モータ

⾞載

家電・商業・
産業⽤

⾞載構造改⾰
費⽤

+24
【営業利益】

+4

2021年度3Ｑ（３ヶ⽉）の直前四半期⽐増減分析

+2

▲11

+17

▲9
▲37

+125
+85 +72
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新中期戦略⽬標
Vision 2025
新中期戦略⽬標
Vision 2025

1973 1990 2000 2014 2020 2022 2025 2030 2040 2050 X年

【創業期】

規

模

100年を超えて成⻑し続ける
グローバル企業へ

2023 創業50周年

創業経営者によるリーダーシップ

2073 創業100周年

真のグローバル企業に向けた
体制作り

連結売上⾼1兆円企業に向けた
事業ポートフォリオの確⽴

連結売上⾼10兆円超企業に向けた
ビジネスモデル変⾰

連結売上⾼
1兆円突破

Vision2025

連結売上⾼
2兆円（⽬標）

1973 4名で創業

2003 本社ビル

【基盤形成期】

現在

次世代による経営体制へ

連結売上⾼
4兆円（⽬標）

【 】
創業経営者のリーダーシップによる基盤形成期を経て、次世代経営者による新体制へと脱⽪

 Vision2025 : 更なる変⾰、Visionを⼿繰り寄せる経営︕

10兆円
（⽬標）
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4,480 

2,713 2,834 

1,756 

精密小型モータ 車載 家電・商業・産業用 その他

4,436 
3,581 

6,016 

2,148 

精密小型モータ 車載 家電・商業・産業用 その他

2020年度
売上⾼︓1兆6,181億円

2025年度
売上⾼︓4兆円

精密⼩型モータ ⾞載 家電・商業・産業⽤ その他の製品グループ

（売上⾼︓億円） （売上⾼︓億円） （売上⾼︓億円）

の製品グループ の製品グループ の製品グループ

2015年度
売上⾼︓1兆1,783億円

成⻑事業への積極投資による⾼い成⻑率を実現

 Vision2025 新中期戦略⽬標の⾻⼦︓事業ポートフォリオマネジメント

8,000 

13,000 13,000 

6,000 

精密小型モータ 車載 家電・商業・産業用 その他

6,000
億円

【⾃律成⻑】
（⽬標）

1兆円
【⾃律成⻑】
（⽬標）

1兆円
【⾃律成⻑】
（⽬標）

4,000
億円

【⾃律成⻑】
（⽬標）

新規M&Aを
含めた上乗せ
（挑戦⽬標）

（⽬標）
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CASE⾰命による旺盛な電動化需要を待ち伏せし世界No.1の⾞載ハードウェア企業を⽬指す
【車載のVision2025 】

⾞載︓⾼成⻑への打ち⼿

（売上⾼︓億円）

3,581 

13,000

0

5,000

10,000

15,000

FY20 FY25

（⽬標）

新規M&Aを
含めた上乗せ
（挑戦目標）

・EVﾄﾗｸｼｮﾝ
関連

自
律
成
長

10,000

・車載ﾓｰﾀ及び部品
（電動ﾊﾟﾜｽﾃ用等に

代表される各種ﾓｰﾀ）
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社
（日本電産ﾄｰｿｸや

日本電産ｴﾚｼｽ、
日本電産ﾓﾋﾞﾘﾃｨ等）

• 既に中国で量産中のE-Axleに加えてFY22後
半からはステランティス合弁のE-Axleを量
産開始。

• FY25（分水嶺）を間近に控え、中国OEM顧客
のみならず欧州OEMや日系OEM、更には米系
（スタートアップ企業等）や異業種からの
新規受注が進展中。

【EVトラクション関連】

【車載モータ及び部品】

シャーシ

パワートレイン

ADAS
ボディー
• シート位置調整⽤モータ
• シート空調⽤ファン
• サンルーフ⽤モータ
• ヘッドアップディスプレー駆

動モータ、等
• デュアルクラッチトランスミッション⽤

アクチュエータ
• 電動オイルポンプ/電動ウォーターポンプ
• 無段変速機⽤コントロールバルブ
• スプールバルブ、電磁弁、等

• ミリ波レーダーユニット
• ADASカメラユニット
• 次世代センサーフュージョン、等
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• 電動パワステ⽤モータ
• 電動パワステ⽤パワーパック、
• ABS/ESCモータ、等



⾞載︓中国市場におけるBEV販売台数推移

CY21の中国市場におけるBEV出荷台数はY/Y150%超増の⾮連続成⻑を遂げる

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

CY2015 CY2016 CY2017 CY2018 CY2019 CY2020 CY2021 CY2022

（出所：MarkLinesを元に当社推定）

（予）

【中国市場におけるBEV出荷台数推移】

※BEV: Battery Electric Vehicle

※

前年比
150%超

前年比
50%超
（予）爆発的な

高成長期に
突入

（K台）

CY21は輸出が
大幅に進展し、

出荷台数の
増加を後押し

中国からの輸出
中国国内出荷 ・米国T社:

同社中国製（上海工場）の主力
車種を、欧州市場に向けて輸出
し拡販。

・中国N社:
2025年までに世界25の国や地域
に向けた輸出を展開すると発表
（21年12月）。

【中国製、ハイエンドBEVの状況】
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⾞載︓当社E-Axle搭載⾞種の販売状況

当社E-Axle（トラクションモータシステム）採⽤⾞種の販売台数は、累計で約265千台超
【当社E-Axle採用車種の販売実績】

（出所：MarkLines）

（台数）

CY21は
前年比
倍増超

月産2万台
を優に突破
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⾞載︓E-Axleの⽣産能⼒増強計画

FY25の分⽔嶺に備え、約3,000億円を投じて計画的な垂直⽴上げを実⾏

日本電産自動車モータ(浙江)日本電産東測（浙江） 日本電産（大連）有限公司

広州尼得科自動車駆動システム

Nidec Electric Motor Serbia

第7、第8、第9・・・の
グローバル製造拠点を

立案中

① ② ③

④

⑤ ⑥

Nidec PSA emotors

【E-Axleの生産能力計画】
（年間台数ベース）

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

キャパ
2百万台

キャパ
4百万台

キャパ
6百万台

販売台数

350万台
（計画）

13分水嶺

約
2
倍
の
キ
ャ
パ
で
待
ち
受
け

⾞載︓四半期別業績推移

半導体不⾜による売上機会の喪失と原材料⾼騰が収益を圧迫し今3Qはボトムを形成
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【売上⾼の推移】

※車載オーガニック・・・車載から、日本電産モビリティとEVトラクションモータ事業による業績影響を除外したもの。

【営業利益額と営業利益率の推移】

75,488 75,344 

92,189 90,220 

56,797 

92,338 

106,873 
102,067 

97,747 99,450 
103,921 

0

30,000

60,000

90,000

120,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

FY2019 FY2020 FY2021

車載 車載オーガニック

9.0% 9.0%

4.7%
3.6%

-0.5%

5.0%

7.2% 7.3%

5.0%

3.5%
2.4%

11.6%

13.5%
12.6%

8.4%
7.0%

10.5%

12.4% 12.2%
11.6%

10.5%

7.2%

-4%

0%

4%

8%

12%

16%

-3,000

0

3,000

6,000

9,000

12,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

FY2019 FY2020 FY2021

営業利益（左軸） 営業利益（左軸）

営業利益率（右軸） 営業利益率（右軸）

（売上⾼︓百万円） （営業利益︓百万円）
＜⾞載＞ ＜⾞載オーガニック＞

※

※

（営業利益率︓%）



精密⼩型モータ︓モビリティ関連・⼩型EV市場への挑戦
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2輪⾞や⼩型⾞の分野でも内燃機関から電動化へのパラダイムシフトが急速に進展

4,436 

8,000

0

5,000

10,000

FY20 FY25

（売上⾼︓億円）

新規M&Aを
含めた上乗せ
（挑戦目標）

・モビリティ、
小型EV用途

自
律
成
長

【精密小型モータのVision2025 】

6,000

・IT用途
・家電用途
・冷却ｿﾘｭｰｼｮﾝ
・その他

• インド・中国・ASEAN地域を中心に電
動バイクの市場を形成。環境対策等
を追い風とした高成長期へと今後突
入。

• 当社は、特にインド・中国の2大市場
を重点的に攻略。大手顧客へのモー
タ量産を開始。

【モビリティ関連】

• 主に中国市場において複数の有力顧
客より受注確定。

• モータ量産をFY22より開始。

【小型EV関連】

（⽬標）

精密⼩型モータ︓モビリティ&⼩型EV

FY22は精密⼩型モータのモビリティシフト元年。電動2輪&⼩型EVの複数案件⽴上げを視野
【当社モータの中国最大手電動2輪車メーカーによる初採用 】

中国Yadea社「換電獣 01」 電動バイク⽤インホイールモータ

詳細は当社Webをご参照下さい: https://www.nidec.com/jp/product/news/2021/news1227-01/

• HDD用スピンドルモータを手掛ける精密小型モータ事業本部が担当。
• HDDの小型化や高速化で培ったミクロン単位の磁気回路設計技術を活用。
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 2輪車のグローバル市場は年間約60百万台規模と推定。
 最大市場はインドであり、中国とインドネシアがこれに続く。
 2輪車の世界においても電動化が進展。
 これらの国や地域を中心に電動2輪車の普及が今後加速すると予想。 *左記Yadea向け案件（2021年9⽉より量産開始）を含む。

電動2輪車、並びに小型EV
（出力30kW以下）

の受注が大きく進展し、
FY22中に約10案件の量産

を視野。

*

電動2輪車 小型EV



精密⼩型モータ︓四半期別業績推移

HDD⽤モータ市場の構造変化のなか、事業ポートフォリオの転換を断⾏中
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59 
64 

70 
64 

68 66 
63 

38,008 39,606 39,571 40,055 37,043 
47,163 

32,211 27,612 23,037 26,403 27,419 

69,998 72,198 75,551 

49,301 
67,375 

71,881 
84,279 

76,034 78,269 77,401 
88,695 

9.7%
13.0% 13.5%

5.1%

13.7%
15.8% 15.6% 15.2%

12.1%
10.4%

12.1%

-40.0%

-30.0%

-20.0%

-10.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

0

50,000

100,000

150,000

200,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

FY2019 FY2020 FY2021

その他小型モータ売上高（左軸）

HDD用モータ売上高（左軸）

精密小型モータの営業利益率（右軸）

（営業利益率︓%）（売上⾼︓百万円）

HDD出荷台数（TAM, 百万台）

（売上⾼︓億円）

海外事業の構造改⾰を着実に実⾏しつつ、家電・商業・産業⽤は新たな成⻑ステージへ
【家電・商業・産業用のVision2025 】

家電・商業・産業⽤︓⾼成⻑への打ち⼿

新規M&Aを
含めた上乗せ
（挑戦目標）10,000

自
律
成
長

• 家電・商業・産業用の一般的な市場
成長率は年率3-5%と想定も、当社は
ソリューション提案を通じた新需要
を創造することで年率10-11%の売上
高成長を目指す。

6,016

13,000

0

5,000

10,000

15,000

FY20 FY25

（⽬標）

【成長ドライバー】

冷凍・冷蔵用コンプレッサー

HVAC関連用途

FA関連（サーボモータ）

ドライブ関連 E-コマース関連発電機 18



家電・商業・産業⽤︓四半期別業績推移

FY19・4Qを底に計6四半期持続した収益性改善は⼀服も15%達成に向けた活動を継続中

【売上⾼の推移】 【営業利益額と営業利益率の推移】

123,009 

147,571 147,000 145,024 

125,096 

148,238 
155,965 

172,312 
186,432 191,589 197,757 

0

50,000

100,000

150,000
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家電・商業・産業用 内、海外子会社群
（売上⾼︓百万円）

＜家電・商業・産業⽤＞ ＜内、海外⼦会社群＞
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営業利益率（右軸） 営業利益率（右軸）

（営業利益︓百万円） （営業利益率︓%）

＜家電・商業・産業⽤＞ ＜内、海外⼦会社群＞

その他の製品グループ︓四半期別業績推移

その他の製品グループの営業利益率はFY19・4Qにボトム形成後、⾼⽔準で安定推移
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電子・光学部品売上高（左軸）

機器装置売上高（左軸）

その他の製品群営業利益率（右軸）

（営業利益率︓%）（売上⾼︓百万円）

＊22ページに記載の注記にご留意下さい。



会社名 OKK株式会社

本社所在地 兵庫県伊丹市北伊丹8丁⽬10番地1

設⽴ 1915年10⽉

資本⾦ 6,283,076,312円

役員体制 代表取締役社⻑ 森本 佳秀
（同⽒は本件引受後も継続して同役職に留任します）

⽣産拠点 ⽇本（兵庫県）、タイ

事業内容 ⼯作機械の設計･製造･販売、 製品に関わる製品の据付、技術指導、アフター
サービス等

従業員数 連結758名、単独500名

⼤株主及び
持ち株⽐率

OKK取引先持株会
⽇本マスタートラスト信託銀⾏株式会社（信託⼝）
株式会社⽇本カストディ銀⾏（信託⼝）
秋元 利規
株式会社りそな銀⾏
OKK会持株会
OKK従業員持株会
株式会社⽇本カストディ銀⾏（信託⼝ 5）
株式会社⽇本カストディ銀⾏（信託⼝ 1）
川⾓ 健司

6.79%
5.76%
3.00%
2.27%
2.14%
1.82%
1.69%
1.55%
1.34%
1.31%

⽇本電産マシンツールとのシナジーを利かせ、やるからには⾼収益総合⼯作機メーカーを⽬指す︕
【OKKの概要】

*

*2021年3⽉末時点

*

2019年3⽉期 2020年3⽉期 2021年3⽉期

純資産（百万円） 20,176 10,735 8,768

総資産（百万円） 48,097 34,444 32,387

1株当たり純資産（円） 2,551.14 1,356.93 1,105.95

売上⾼（百万円） 26,459 21,348 12,083

営業利益（百万円） 631 141 △2,755

経常利益（百万円） 520 2 △2,474

親会社株主に帰属する
当期純利益（百万円）

444 △9,159 △2,425

１株当たり当期純利益（円） 56.20 △1,159.27 △306.57

１株あたり配当⾦（円） 20.00 0.00 0.00

直近3ヶ年の財政状態及び経営成績

⽴形マシニングセンタ VM43R グラインディングセンタ GC43R 横形マシニングセンタ HM500S

21

OKK株式会社の第三者割当増資の引受に関する資本提携契約を締結
※

※詳細は当社Webをご参照下さい: https://www.nidec.com/jp/ir/news/2021/news1181-01/

お問い合わせ先

⽇本電産株式会社 IR・CSR推進部
Tel︓ 075-935-6140

E-mail︓ ir@nidec.com
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注記︓IFRS第３号「企業結合」の規定を適⽤しております。
第２四半期連結累計期間の三菱重⼯⼯作機械株式会社（以下、「⽇本電産マシンツール」）買収により取得した資産、引き継いだ負債に関する公正価値が

当第３四半期連結会計期間に⼀部完了致しました。これにより当連結会計年度の四半期業績の推移状況については、暫定的な会計処理の確定による取得原
価の当初配分額の⾒直しが反映された後の⾦額によっております。
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業績推移・
製品グループ別状況

業績推移・
製品グループ別状況

補⾜資料
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コロナ後の新「5つの⼤波」

コロナ禍で露呈した⼈類共通の課題を解決する⽇本電産のソリューションビジネス群

省⼈化の波
（キーワード︓産業⽤ロボット、サービスロボット、物流）

5G & サーマルソリューションの波
（キーワード︓触覚、⼿振れ補正、放熱モジュール）

デジタルデータ爆発の波
（キーワード︓⾼速・⼤容量、GAFA、巣ごもり）

省電⼒化と
コロナ後の波

（キーワード︓殺菌、衛⽣、巣ごもり）

⾞載⽤モータ

家電⽤モータ

冷蔵庫⽤コンプレッサ

ニアライン⽤HDDモータ

ファン
モータ

べーパーチャンバー ヒートパイプ

減速機

ドローン⽤モータ

ADAS関連製品

無⼈搬送台⾞

トラクションモータシステム
（E-Axle）

脱炭素化の波
（キーワード︓⾛る・曲がる・⽌まる、安全・快適、熱マネジメント）
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22.8%
(28.7%)

5.5%
(9.8%)

17.3%
（18.9%)

11.0%
(9.4%)

3.7%
(3.9%)

その他⼩型モータ
光ディスク装置⽤モータ、
ＯＡ機器⽤モータ、
ポリゴンレーザスキャナ⽤
モータ、産業⽤ロボット、

ＭＰＵ冷却⽤ファン、
ゲーム機⽤ファン、
ＰＣ・通信機器⽤ファン、
家電⽤ファン、
⾃動⾞⽤ファン、
携帯電話⽤振動モータ、
ブラシ付モータ、
ステッピングモータ、
モータ駆動ユニット

HDDモータ

0.2%
(0.2%)

サービス、オルゴール関連商品

家電・商業・産業⽤家電・商業・産業⽤

機器装置機器装置

電⼦・光学部品電⼦・光学部品

その他その他 (   )内のパーセントは昨年度の構成⽐率

精密⼩型モータ精密⼩型モータ

カメラシャッタ、スイッチ、トリマポテンショメータ、
部品加⼯、樹脂成型品

基板検査装置、⾼速プレス機器、チップ
実装機、計測機器、変減速機、ＦＡ機
器、カードリーダー

21.4%
(21.6%)

40.9%
(36.2%)

1兆4,072
億円

⾞載⾞載

21年度第3四半期（累計）製品グループ別売上構成
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四半期別の業績推移（売上⾼・営業利益）

WPR4 活動によるコスト構造改⾰が奏功し、需要回復と共に収益⼒の回復も着実に前進
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274

386

433 436 438 445 423

201

287

348
383

335
343

327

20年度1Q 2Q 3Q 4Q 21年度1Q 2Q 3Q

税引前利益 当期利益

【税引前利益・当期利益の推移（億円）】

3,369

4,149
4,332 4,331 4,475 4,632

4,965

278

414
463 445 446 458 443

8.3%
10.0%

10.7% 10.3% 10.0% 9.9%
8.9%

20年度1Q 2Q 3Q 4Q 21年度1Q 2Q 3Q

売上⾼ 営業利益 営業利益率（％）

【売上⾼・営業利益の推移（億円）】

【キャッシュフローの推移（億円）】【配当⾦の推移（円）】

30.0 30.0 35.0 

27.5 30.0 30.0 

99 

208 

253

19年度 20年度 21年度

期末配当⾦ 第2四半期末配当⾦ ⼀株利益

（予）

（予）

連結決算ハイライト

※

1,462 

685 

-772 -906 

689 

-221 

20年度3Q累計 21年度3Q累計

営業CF 投資CF フリーCF

※2020年4⽉1⽇付で普通株式1株につき2株の株式分割を⾏っております。2019年度の期⾸に当該株式分割が⾏われたものと仮定して「⼀株利益」及び「配当⾦」を算定しております。

＊22ページに記載の注記にご留意下さい。
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1,044 
1,190 1,165 

1,036 1,013 1,038
1,161 

143 

188 181 
157 

123 108 
140 

20年度1Q 2Q 3Q 4Q 21年度1Q 2Q 3Q

売上⾼ 営業利益

【精密⼩型モータ（億円）】 【⾞載（億円）】

【機器装置（億円）】

357 389 369 391 447 507 
589 

62 61 73 67 
86 

120 106 

20年度1Q 2Q 3Q 4Q 21年度1Q 2Q 3Q

売上⾼ 営業利益

【家電・商業・産業⽤（億円） 】

1,251 
1,482 1,560 

1,723 
1,864 

1,916 
1,978 

90 

131 142 
168 

196 209 
174 

20年度1Q 2Q 3Q 4Q 21年度1Q 2Q 3Q

売上⾼ 営業利益

製品グループ別業績推移

568

923
1,069 1,021 977 995 1,039

-3 

47 

77 75 

49 

34 
25 

20年度1Q 2Q 3Q 4Q 21年度1Q 2Q 3Q

売上⾼ 営業利益

＊22ページに記載の注記にご留意下さい。


